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全席指定 ￥5,000
［お申込み］
ジャパン･アーツぴあ 0570-00-1212 www.japanarts.co.jp 
◎東京オペラシティチケットセンター 03-5353-9999　◎チケットぴあ t.pia.jp ［Ｐコード：230-027］　
◎イープラス eplus.jp　◎ローソンチケット l-tike.com ［Lコード：34634］

主催：ジャパン・アーツ

11／12（土）
10：00～発売
ジャパン・アーツぴあ
オンラインチケット

11／5（土）10：00～

※料金には消費税が含まれています。 ※シニア料金につきましては裏面をご覧ください。
※先行販売等で満席になった際は以降販売されない場合がございます。

1:30p.m., Saturday March 4, 2023 at Tokyo Opera City Concert Hall
東京オペラシティ コンサートホール
2023.3 4（土）13：30開演〈12:50開場 ／終演予定15:30〉

京王新線「初台駅」
東口から直結

福間洸太朗
ピアノ・リサイタル

PROGRAM

Kotaro Fukuma
Piano Recital

J.S.バッハ（ジロティ編）：Ｇ線上のアリア
モーツァルト（福間洸太朗編）：
　アイネ・クライネ・ナハトムジーク
クララ・シューマン：ノットゥルノ
シューマン：
　夜に／夢のもつれ／トロイメライ 
グリュンフェルト：ウィーンの夜会
　J.シュトラウスⅡの〈こうもり〉のワルツ主題による演奏会用パラフレーズ
─
ショパン：ノクターン 第2番 Op.9-2 ／第13番 Op.48-1
フォーレ：ノクターン 第5番 Op.37
ドビュッシー：月の光（ベルガマスク組曲より）
ラヴェル：オンディーヌ（『夜のガスパール』より）
サン＝サーンス（リスト編）：死の舞踏
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〈次のことをあらかじめご承知の上、チケットをお求め下さいませ〉 ❶やむを得ない事情により、曲順・曲目等が変更になる場合が
ございます。 ❷公演中止を除き、お買い求めいただきましたチケットのキャンセル・変更等はできません。 ❸いかなる場合も再発行はで
きません。紛失等には十分ご注意下さい。 ❹演奏中は入場できません。 ❺未就学児の同伴はご遠慮下さい。なお、就学児以上の
方もご入場には１人１枚チケットが必要です。❻全指定席です。指定の座席にてご鑑賞下さい。 ❼場内での写真撮影・録音・録
画・携帯電話等の使用は、固くお断りいたします。 ❽ネットオークションなどによるチケットの転売は、トラブルの原因になりますの
でお断りいたします。 ❾他のお客様のご迷惑となる場合、主催者の判断でご退場いただく場合がござ
います。 10公演実施の可否は新型コロナウイルスの感染状況を見極めて慎重に判断させて頂きます。

◎シニア・チケット＝65歳以上の方は￥4,500でお求めいただけます。
◎車椅子の方は、本人と付き添いの方1名までが割引になります。
　 （ジャパン・アーツぴあコールセンターのみで受付） Twitterでフォローする

@japan_arts

ジャパン・アーツぴあコールセンター及びジャパン・アーツぴあオンラインチケットで受付

福間洸太朗〈ピアノ〉
Kotaro Fukuma, Piano

特別割引チケットのお知らせ

20歳でクリーヴランド国際コンクール日本人初の優勝およ
びショパン賞受賞。
パリ国立高等音楽院、ベルリン芸術大学、コモ湖国際ピアノ
アカデミーにて学ぶ。これまでにカーネギーホール、リンカー
ン・センター、ウィグモア・ホール、サントリーホールなどでリサイ
タルを開催する他、クリーヴランド管、モスクワ・フィル、イスラ
エル・フィル、フィンランド放送響、NHK交響楽団など国内外
の著名オーケストラと多数共演、50曲以上のピアノ協奏曲
を演奏してきた。CDは「バッハ・ピアノ・トランスクリプション
ズ」（ナクソス）など、これまでに18枚をリリース。そのほか、
珍しいピアノ作品を取り上げる演奏会シリーズ『レア・ピアノ
ミュージック』のプロデュースや、OTTAVA、ぶらあぼweb 
stationでの番組パーソナリティを務め、自身のYouTube
チャンネルでも、演奏動画、解説動画、ライブ配信などで幅
広い世代から注目されている。多彩なレパートリーと表現
力、コンセプチュアルなプログラム、また５か国語を操り国内
外で活躍中。テレビ朝日系「徹子の部屋」や「題名のない音
楽会」、NHK-TV「クラシック音楽館」などメディア出演も多
数。第39回日本ショパン協会賞受賞。
公式サイト https://kotarofukuma.com/　
公式ファンクラブ https://shimmeringwater.net/

©Rolf Schoellkopf

Kotaro Fukuma

　現代を生きる私たちは、「夜」になってもテレビを見たり生ライブを楽しんだり、居酒屋・バーで飲んだり
できますが、まだ電気もなかった18世紀には、人々はロウソクの灯のもとで食事や歓談、読書をしていま
した。また、「吸血鬼」「夜の女王」などの西洋のキャラクターからは、「夜」は恐怖と隣り合わせた神秘的な
時間だったとも言えるでしょう。その一方で、中世から流行した王侯貴族の夜会、華やかな舞踏会で繰

り広げられる恋物語などからは全く別のイメージも湧いてきます。そして
「月」は、恐らく今よりずっと大きい存在感を持っていたでしょう。様々な作
曲家がこれらをテーマに曲を書き、「夜」の恐ろしさ、神秘、ロマンティシズ
ム、癒しを表現しました。
　素晴らしい東京オペラシティコンサートホールの「アフタヌーン」コンサート
で、昔の西洋の夜を想像し、夜の音楽のバラエティの豊富さをお楽しみい
ただけましたら幸いです。


